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報告第２号 

   専決処分について 

 令和２年度尼崎市一般会計補正予算について、令和２年４月２０日次

のとおり専決処分したので、報告し、承認を求める。 

令和２年４月３０日提出 

尼崎市長 稲  村  和  美 

令和２年度尼崎市一般会計補正予算（第１号） 

令和２年度尼崎市の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４０３，０００千円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１０，０５３，０

００千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

報2



第１表 歳入歳出予算補正 

（単位 千円） 

　歳　　　入

60 繰 入 金 2,850,555 3,000 2,853,555

10 基 金 繰 入 金 2,850,555 3,000 2,853,555

70 諸 収 入 6,732,291 400,000 7,132,291

15
貸 付 金
元 利 収 入

747,847 400,000 1,147,847

209,650,000 403,000 210,053,000

　歳　　　出

35 商 工 費 1,565,219 403,000 1,968,219

05 商 工 費 1,565,219 403,000 1,968,219

209,650,000 403,000 210,053,000

款 項 補正前の額 補正額 計

歳  出  合　計

歳  入  合　計

款 項 補正前の額 補正額 計

（説 明） 

  新型コロナウイルス感染症の拡大により売上減少等となったテナン

ト事業者向けに賃料を対象とした緊急つなぎ資金の貸付けを行うにあ

たり、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をしたた

め、同条第３項の規定により、本案を提出する。 
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一 般 会 計

予 算 説 明 書

（ 補 正 １ 号 ）
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予 算





議案第５５号 

   令和２年度尼崎市一般会計補正予算（第２号） 

令和２年度尼崎市の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４７，８８９，０００

千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２５７，９４

２，０００千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

令和２年４月３０日提出 

尼崎市長 稲  村  和  美 

議55



第１表　歳入歳出予算補正

　歳　　　入

40 国 庫 支 出 金 49,749,382 47,558,851 97,308,233

05 国 庫 負 担 金 43,363,571 55,847 43,419,418

10 国 庫 補 助 金 5,963,666 47,503,004 53,466,670

45 県 支 出 金 13,646,800 18,477 13,665,277

10 県 補 助 金 2,014,857 18,477 2,033,334

60 繰 入 金 2,853,555 311,672 3,165,227

10 基 金 繰 入 金 2,853,555 311,672 3,165,227

210,053,000 47,889,000 257,942,000

　歳　　　出

10 総 務 費 16,278,854 46,800,000 63,078,854

05 総 務 管 理 費 13,144,016 46,800,000 59,944,016

15 民 生 費 104,844,279 789,886 105,634,165

05 社 会 福 祉 費 39,143,073 118,833 39,261,906

10 児 童 福 祉 費 29,818,417 653,351 30,471,768

25 青 少 年 費 1,836,794 17,702 1,854,496

20 衛 生 費 14,096,048 50,400 14,146,448

05 保 健 衛 生 費 6,335,628 50,400 6,386,028

35 商 工 費 1,968,219 248,714 2,216,933

05 商 工 費 1,968,219 248,714 2,216,933

210,053,000 47,889,000 257,942,000歳  出  合　計

款 項 補正前の額 補正額 計

（単位　千円）

計款 項

歳  入  合　計

補正前の額 補正額

議55-2



一 般 会 計

予 算 説 明 書

（ 補 正 ２ 号 ）

議55-3



議55-4



議55-5
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議55-7
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議55-9



議55-10



議55-11



議55-12



議55-13
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議案第５６号 

   令和２年度尼崎市特別会計国民健康保険事業費補正予算 

（第１号） 

令和２年度尼崎市の特別会計国民健康保険事業費補正予算（第１号）

は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０，０００千円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４８，７０１，０４０

千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

令和２年４月３０日提出 

尼崎市長 稲  村  和  美 

議56



第１表  　歳入歳出予算補正

　歳　　　入

45 県 支 出 金 34,732,981 10,000 34,742,981

10 県 補 助 金 34,732,981 10,000 34,742,981

48,691,040 10,000 48,701,040

　歳　　　出

10 保 険 給 付 費 33,814,295 10,000 33,824,295

15 給 付 諸 費 206,050 10,000 216,050

48,691,040 10,000 48,701,040

補正額

（単位　千円）

計款 項

歳  入  合　計

補正前の額

歳  出  合　計

款 項 補正前の額 補正額 計

議56-2



（ 補 正 １ 号 ）

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 費 予 算 説 明 書

議56-3



議56-4



議56-5





条 例





議 57 

議案第５７号 

   尼崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

 尼崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のように制定する。 

  令和２年４月３０日提出 

尼崎市長 稲  村  和  美   

   尼崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

尼崎市国民健康保険条例（昭和３４年尼崎市条例第８号）の一部を次

のように改正する。 

付則第１４項を付則第２３項とし、付則第８項から付則第１３項まで

を９項ずつ繰り下げ、付則第７項の次に次の見出し及び９項を加える。 

（新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金） 

８  給与等（所得税法第２８条第１項に規定する給与等をいい、賞与

（健康保険法第３条第６項に規定する賞与をいう。）を除く。以下同

じ。）の支払を受けている被保険者が新型コロナウイルス感染症（新

型インフルエンザ等対策特別措置法（平成２４年法律第３１号）附則

第１条の２第１項に規定する新型コロナウイルス感染症をいう。以下

同じ。）に係る療養（発熱その他の症状が発現しているため新型コロ

ナウイルス感染症の感染が疑われる場合における保養を含む。以下同

じ。）のため労務に服することができないときは、当該被保険者の属

する世帯の世帯主に対し、その労務に服することができなくなった日

から起算して３日を経過した日から、その労務に服することができな

い期間の範囲内において、労務に服することを予定していた日につい

て傷病手当金を支給する。 

９ 傷病手当金の額は、１日につき、傷病手当金の支給を始める日の属

する月以前の直近の継続した３月間の給与等の収入の額の合計額を当

該期間における就労日数として市長が別に定める日数で除して得た額

（当該額に５円未満の端数があるときはこれを切り捨て、５円以上１

０円未満の端数があるときはこれを１０円に切り上げる。）の３分の

２に相当する額（当該額に５０銭未満の端数があるときはこれを切り

捨て、５０銭以上１円未満の端数があるときはこれを１円に切り上げ



議 57-2 

る。以下「３分の２相当額」という。）とする。ただし、３分の２相

当額が、健康保険法第４０条第１項の表に掲げる標準報酬月額等級の

最高の等級区分に係る標準報酬月額の３０分の１に相当する額（当該

額に５円未満の端数があるときはこれを切り捨て、５円以上１０円未

満の端数があるときはこれを１０円に切り上げる。）の３分の２に相

当する額（当該額に５０銭未満の端数があるときはこれを切り捨て、

５０銭以上１円未満の端数があるときはこれを１円に切り上げる。以

下「上限日額」という。）を超えるときは、上限日額とする。 

１０ 新型コロナウイルス感染症に係る療養のため労務に服することが

できない場合において給与等の全部又は一部の支払を受けることがで

きる者に対しては、給与等の支払を受けることができる期間は、傷病

手当金を支給しない。ただし、その支払を受けることができる給与等

の日額が前項の規定により算定される額（以下「基準額」という。）

より少ないときは、１日につきその差額に相当する額の傷病手当金を

支給する。 

１１ 前項の規定にかかわらず、同項に規定する者がその支払を受ける

ことができるはずであった給与等の全部又は一部につき支払を受ける

ことができなかったときは、その全部の支払を受けることができなか

ったときは１日につき基準額の傷病手当金を、その一部の支払を受け

ることができなかった場合においてその支払を受けた給与等の日額が

基準額より少ないときは１日につきその差額に相当する額の傷病手当

金を支給する。ただし、同項ただし書の規定により傷病手当金の一部

の支給を受けたときは、その支給を受けた額をこの項の規定により支

給する額から控除する。 

１２ 前項の規定により市が支給した傷病手当金に相当する額は、当該

傷病手当金に係る給与等を支払うべき事業主（被保険者を使用し、又

は使用していた事業所の事業主をいう。以下同じ。）から徴収する。 

１３ 傷病手当金の支給期間は、その支給を始めた日から起算して１年

６月を超えないものとする。 

１４ 市長は、傷病手当金の支給等について必要があると認めるときは、



議 57-3 

事業主その他の者に対し、必要な資料の提出を求めることができる。 

１５ 付則第８項から前項までの規定は、傷病手当金の支給を始める日

が令和２年１月１日から同年９月３０日以後の規則で定める日までの

間にある場合に限り適用する。 

１６ 付則第８項から前項までに規定するもののほか、傷病手当金の支

給等について必要な事項は、市長が定める。 

   付 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

（説 明） 

  新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金

の支給実施に伴い、条例改正が必要であることから、本案を提出する。 





議 58 

議案第５８号 

   尼崎市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に   

ついて 

 尼崎市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を次のよう

に制定する。 

  令和２年４月３０日提出 

尼崎市長 稲  村  和  美   

   尼崎市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 

尼崎市後期高齢者医療に関する条例（平成２０年尼崎市条例第８号）

の一部を次のように改正する。 

第２条第２号中「に係る通知書」を「の通知に係る書類」に改め、同

条第７号中「第２１条本文」を「第２１条」に改め、同条中第８号を第

９号とし、第７号の次に次の１号を加える。 

 広域連合条例附則第５条第１項の規定による傷病手当金の支給の

申請の受付 

付 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

（説 明） 

  新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金

の支給の申請を受付するため、条例改正が必要であることから、本案

を提出する。 


